
 

在宅医療支援システム研究会次第 

                                     

                                   日時 令和６年１０月２９日（火） 

                                         １８時３０分～ 

                                  場所 介護老人保健施設くろかみ 研修室 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 

３ 報告、情報提供 

① 「介護職員初任者研修受講生募集」の進捗状況 (高齢者支援課より) 

 

 

 

② 「にいみ権利擁護セミナー」「ぴおーらキッチン」の案内(社会福祉協議会

より) 

 

 

 

③ １１/９「つなげる、ひろげる、つづける 中山間地域での食支援を考える

シンポジウム」の案内 (新見医師会より) 

 

 

 

➃ 1１/２２「落語で笑って学ぶ『人生会議』」の案内(新見地域ネットワー 

クより) 

 

 

 

４ 協議事項 

   ➀認知症地域ケアパスについて 

      

 

 

 

 

次回開催日          

令和 ６ 年 １１月 ２６日（ 火 ） 







会 場

新見公立大学NiU「鳴滝塾」Ⅹ
全世代型地域包括ケア研究センター 主催

つなげる、ひろげる、つづける
中山間地域での

食支援を考えるシンポジウム
2024年

11.9（土）
13:30～16:20
（受付開始13:00）

参加費無料

新見公立大学 地域共生推進センター棟 講堂

右記QRコードより申し込みフォームへアクセスしてください。
電話、メール、Faxからでもお申し込みできます。

新見市内に勤務する医療・介護従事者の方、地域住民の方、学生の方
＊新見市外からのご参加も可能です。

＜申し込みはコチラから＞

開会あいさつ （13:30～13:35） 公文 裕巳（新見公立大学学長）

第一部 （13:35～14:35） 座長：公文 裕巳（新見公立大学 学長）

講演１ 「新見市の医療の現状と課題」 講師：吉田 徹 （新見医師会 会長）

講演２ 「摂食嚥下障害看護認定看護師の役割と活動展望」 講師：飯田 尚美
（新見公立大学 全世代型地域包括ケア研究センター ）

第二部 （14:50～16:15） 座長：久保 俊英（新見公立大学 健康科学部 学部長）

シンポジウム テーマ「中山間地域での多職種連携・協働による食支援を考える」
＜シンポジスト＞

▪ 歯科医師 / 宮原 康太（宮原歯科医院） ▪ 看護師 / 上村 瑞子（長谷川紀念病院）

▪ 言語聴覚士 / 松本 真季（新見中央病院） ▪ 看護師 / 須藤 美帆（阿新虹の訪問看護ステーション)

閉会あいさつ （16:15～16:20） 小田 慈（新見公立大学副学長）

電話：0867-72-0634 Fax：0867-71-2337
メール：zensedai@niimi-u.ac.jp

お問い合わせ 〒718-8585 岡山県新見市西方1263-2

本学では、中山間地域の生活課題の解決に向けた実践モデル（新見モデル）の
構築のひとつとして、地域ぐるみで「人生の最後まで口から食べる幸せを守る」ことを
目指して「NiU-KTSMプロジェクト」 を実施しています。今回、食支援に関わる人材
育成の一環として、2025年４月から「摂食嚥下障害看護認定看護師教育課程」
（認定申請中）を開設予定です。

プログラム

そこで、認定看護師の役割をご理解いただくとともに、新見の医療の現状を踏まえ、
各専門職の視点から「地域ぐるみの食支援」における課題について議論を交わし、
今後の方策を一緒に考えてみたいと思います。

対 象

申込方法



全世代型地域包括ケア研究センター主催 シンポジウム
新見公立大学NiU「鳴滝塾」Ⅹ（11月9日開催）

つなげる、ひろげる、つづける
中山間地域での食支援を考えるシンポジウム

参加者名簿

団 体 名：

ご職業 参加者ご氏名 ご連絡先

備考

※11月8日（金）までにメールまたはFAXでご返信ください。

【お問い合わせ先】
新見公立大学 全世代型地域包括ケア研究センター

（教務課内）

TEL：0867-72-0634
FAX：0867-71-2337
メール：zensedai@niimi-u.ac.jp

参加申し込み用紙 Fax：0867-71-2337

ご記入いただいた個人情報については、本シンポジウムのご連絡以外では使用いたしません。











「認知症ケアパス」とは、 

認知症の方の状態に応じた適切なサービス提供の流れを地域ごとにまとめたものです。 認知症の方やそ

のご家族が、「いつ」「どこで」「どのような」医療・介護サービスを受けることができるのかが分かり

やすく示されています。 

 

認知症ケアパスは、厚生労働省が 2012（平成 24）年 に発表した「オレンジプラン（認知症施策推進 5

か年計画）」で初めて紹介され、2015（平成 27）年策定の「新オレンジプラン（認知症施策推進総合戦

略）」にも受け継がれました。 

 

現在は多くの自治体で認知症ケアパスの作成が進められています。各市区町村が地域の実情に応じて作

成しているため、具体的な内容はお住まいの地域によって異なります。なお、認知症ケアパスをまだ作

成していない自治体もあります。 

 

 

「認知症ケアパス」の内容例 

 

◇困ったときの相談先一覧 

認知症ケアパスには、認知症が心配な方やご家族、身近な方などが困ったときの相談窓口が掲載されて

います。疑問や不安を感じたときは、おひとりで抱え込まず早めに相談しましょう。 

 

 

 

◇認知症の基礎知識 

認知症は原因となる病気によってさまざまな特徴があり、対応方法もそれぞれ異なります。 

周りの方が正しい知識を得ることは、ご本人の快適な暮らしにつながります。ご家族の心にもゆとりが

生まれ、今後の生活について前向きに考えられるようになるでしょう。 

 

 

 

◇認知症の方への接し方 

認知症の行動・心理症状（BPSD）は、適切な対応によって和らぐこともあります。 

多くの自治体では、認知症の方と接するときの心構えやポイントなどを、イラストとともに分かりやす

く解説しています。ご家族はもちろん、ご近所の方やボランティアの方などが「こんなときどうすれ

ば？」と困ったときに役立つでしょう。 

 

 



 

◇認知症チェックリスト 

「もしかして認知症なのでは？」と気になる方のために、早期発見のためのひとつの目安としてチェッ

クリストを掲載している市町村があります。 

他の病気と同じように、認知症も早期発見・早期治療がとても大切です。早めに気づいて適切な治療を

受けることで、改善が期待できるものもあります。また、認知症の治療薬で進行を緩やかにすることが

できる場合もあります。 

 

 

 

◇介護・医療・福祉等のサービス一覧 

認知症ケアパスには、認知症の症状に応じたサービスや知っておきたい制度などの情報がまとめられて

います。 

ご家族だけで認知症の方を介護するのはとても大変です。介護保険や総合事業などのサービスを積極的

に利用し、介護負担をできるかぎり減らしましょう。 

 

 

 

◇地域住民が取り組む活動の紹介 

認知症カフェや認知症サポーター、介護者の集い、ボランティアなど、地域の住民が取り組んでいる活

動が紹介されています。 

認知症の方やそのご家族は外出の機会が減り、孤立してしまいがちです。認知症になっても、できるこ

とや得意なことを活かせるような場所を探してみましょう。ご家族も介護者同士の交流の場で気持ちを

分かち合ったり、情報を共有したりすることが、リフレッシュや不安の解消などに役立つでしょう。 

 

 

 


